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初心者でもできる！スマートスピーカーのスキル開発を始めよう！ 

『スマートスピーカーアプリのお品書き』発行 

技術の泉シリーズ、9 月の新刊 

 
 インプレスグループで電子出版事業を手がける株式会社インプレス R&D は、『スマートスピーカーアプリのお品書

き』（著者：元木 理恵、伊藤 清香）を発行いたします。 

 最新の知見を発信する『技術の泉シリーズ』は、「技術書典」をはじめとした各種即売会や、勉強会・LT 会などで頒

布された技術同人誌を底本とした商業書籍を刊行し、技術同人誌の普及と発展に貢献することを目指します。 

 
『スマートスピーカーアプリのお品書き』 
https://nextpublishing.jp/isbn/9784844398936 

 
著者：元木 理恵、伊藤 清香 
小売希望価格：電子書籍版 2400 円（税別）／印刷書籍版 2800 円（税別） 
電子書籍版フォーマット:EPUB3／Kindle Format8 
印刷書籍版仕様：B5 判／カラー／本文160 ページ 
ISBN：978-4-8443-9893-6 
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＜＜発行主旨・内容紹介＞＞ 

 本書は、急速に拡大しつつある「ボイスユーザーインタフェース」のスキル開発に関わるエッセンスを、初心者にも

わかりやすく説明したものです。 

 著者が Amazon Alexa、Google Assistant、LINE Clova の各プラットフォームの音声アプリを 10 本以上企画・設計をし

てきた経験から、企画立案の仕方、プラットフォームの差異、ハッピーパスや会話フローの作り方、注意点、Voice 

UI/UX デザイナーの仕事とは何か、などを丁寧に解説しています。また後半では LINE Clova スキルの開発ハンズ

オンも掲載。サンプルコードをつかって、LINE Clova の実機上で動くアプリを作ることができます。 

（本書は、次世代出版メソッド「NextPublishing」を使用し、出版されています。） 



〈本書の対象読者〉 

・最近流行りの VUI で何ができるのかをざっくり知りたい方 

・Amazon Echo や Google Assistant、LINE Clova の名前は聞いたことあるけど、スキル開発はしたことが無い方 

・サンデープログラマーでスキルのプログラミングはやったことあるけど、もう一段先に進んで、企画も考えたい方 

 

各プラットフォームの機能や差異を紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音声アプリの設計に際してのノウハウを紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Clova を題材に開発の流れを紹介  
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